
まちの

人口
平成27年２月１日現在　　　人口　121,788人　　　男　59,519人　　　女　62,269人　　　世帯数　44,533世帯

平成27年１月中の異動　　　転入　201人　　　転出　199人　　　出生 100人　　　死亡 129人　　　婚姻 43件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報室（7６５－６５０４）まで申込みください。
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慣れた手つきで、もくもくと籠を編
む太々野　さん。太々野さんが丹精込
めて作るのは、高時川上流・小原地区
発祥の「小原かご」。一子相伝の工芸と
して鎌倉時代から伝えられてきたもの
で、その技術は、父親から長男にのみ
口伝えで受け継がれる特別なもの。
太々野さんは、余呉町小原の生まれ。

次男のため正当な継承者ではありませ
んが、幼少の頃、近所のおじいさんが
作る様子を、見よう見まねで覚えまし
た。現在、その技術を継承しているの
は太々野さんただ一人。(公社)国土緑化
推進機構が認定する「森の名手・名人」
でもあります。
「小原かごを作るのは、簡単ではな

い」と太々野さんは言います。木を薄

く裂いて編む作業の難しさもさること
ながら、山に入って良い木を育てるこ
とや見分けることが難しいのだそう。
材料となるのは、柔軟性のあるイタヤ
カエデ。これら材料の調達や加工には、
熟練の技と相当の手間暇がかかります。
「昔のかご作りは、生活そのものだった。
全盛期は組合も組織され、市内のいた
るところへ売りに出していた」と当時
を偲びます。ナタを入れるナタカゴや
茶摘み、桑摘み用のツボカゴのほか、
商店などで釣り銭を入れておくゼニカ
ゴなど、幅広く用いられていました。
太々野さんは「小原かごは、古くか

らそこに暮らす人々を支えてきたもの。
技術が失われていくことはさびしい。
小原に伝わった伝統を無くしたくない」

と、平成20年、仲間とともに「小原か
ごを復活させる会」を立ち上げました。
講師として、後継者育成に情熱を注ぎ
ます。山村で生きてきた太々野さんは、
薬草の知識も豊富。また、かつての山
の循環をもう一度取り戻そうと、「高時
川源流の森と文化を継承する会」会長
として、人と森とのつながりを考えな
がら、森林資源の保全や生活文化を伝
承する活動も行っています。
「徐々に体の自由が利かなくなり、

山に入るのもひと苦労」ともらしなが
らも、「後の世代に伝えていくのが自分
の役目」だと、春に開講する教室の準
備に力が入ります。「後継者ができるま
ではやめられない」。

植物油インキで印刷しています。 再生紙を使用しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市のホームページでもご覧い
ただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報室まで。

おじいちゃんの苺が大好き!!

これからもたくさん食べて、

すくすく元気に育ってね。
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撮影場所：太々野さん宅


